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国民健康保険の財政運営 

 

 担当 国保医療課 国保事業担当 

                  内線 ３３５５ 

１ 目  的 

  国民健康保険法の一部改正に伴い、市町村が負担する保険給付に要する費用等

に充てるため、市町村に対して国民健康保険保険給付費等交付金の交付等を行う。 

 

２ 予算総額     ６２６，８５８，５６９千円 

 

３ 事業概要 

（１）保険給付費等交付金（普通交付金）  ４８２，８３１，１７２千円 

   市町村に対し、療養の給付等に要する費用等について、国民健康保険保険給 

付費等交付金（普通交付金）を交付する。 

 

（２）保険給付費等交付金（特別交付金）    ９，８６６，７９３千円 

   市町村の医療費適正化等の取組を支援するため、国民健康保険保険給付費等

交付金（特別交付金）を交付する。 

 

（３）その他               １３４，１６０，６０４千円 

  ア 後期高齢者支援金等を社会保険診療報酬支払基金へ納付 

                         ９６，５４０，６３３千円 

  イ 介護納付金を社会保険診療報酬支払基金へ納付 

                         ３４，６０３，８４１千円 

  ウ 保険給付費増や保険税収納不足に備え、財政安定化基金を積増し 

                          １，８４９，３４０千円 

  エ 特別高額医療費共同事業拠出金を国民健康保険中央会へ納付等 

                          １，１６６，７９０千円 

 

【国保制度改革後の国保財政の仕組み】 
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